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食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
参
加
者

一
同
、
久
々
に
互
い
の
交
友
を
深
め
る

　

ま
た
、
本
総
会
開
催
後
に
は
、
総
会

参
加
者
に
よ
る
北
里
柴
三
郎
記
念
博
物

館
の
見
学
ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

北
里
柴
三
郎
記
念
博
物
館
関
係
各
位

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
２
０
２
５
年
度
事
業
報
告
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
及
び
各
種
情
報
を
含
む
会
報
を

２
０
２
５
年
9
月
と
２
０
２
６
年
3
月

の
2
回
発
行
し
た
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
し
た
。

３
．
会
員
の
現
状
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
た
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

北
海
道
地
区
会
員
を
主
な
対
象
と
し

た
親
睦
会
を
２
０
２
６
年
2
月
21
日
に

札
幌
に
て
開
催
し
た
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
同
期
会
等
、
卒
業

生
の
集
会
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

申
請
の
あ
っ
た
2
団
体
に
対
し
て
集

会
費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

本
年
度
の
大
学
と
の
懇
談
会
の
開
催

は
見
送
っ
た
。

「
２
０
２
６
年
度

　
　

三
水
会
定
期
総
会
報
告
」

 

２
０
２
６
年
度
三
水
会
定
期
総
会

が
、5
月
23
日
（
土
）
午
後
3
時
よ
り
、

北
里
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
薬
学
部
2

号
館
2
階
２
２
０
１
講
義
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
代
議
員
総
数
47
名
に
対

し
、
出
席
44
名
（
本
人
出
席
35
名
、
委

任
状
提
出
9
名
）、
欠
席
3
名
で
成
立

い
た
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
議
長
団
の
選
出
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
水
産
増
殖
学
科
18
期
の
小
野

要
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

議
事
録
署
名
人
に
は
水
産
食
品
学
科
6

期
の
堀
内
岳
郎
氏
並
び
に
岡
村
博
登
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
執
行
部
よ

り
第
1
号
議
案
と
し
て
２
０
２
５
年
度

事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
が
行

わ
れ
、
続
い
て
第
2
号
議
案
と
し
て
監

査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
第
3
号
議
案
と
し
て

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
予

算
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
同
講
義
室
に
お
い

て
、
海
洋
生
命
科
学
部
の
天
野
勝
文
学

部
長
よ
り
、
学
部
の
近
況
等
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
薬
学
部
2
号
館
1
階
学
生

2025年度収支決算書
2026年3月31日現在

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 決算額 科　　目 予算額 決算額

１．事業費

⑴ 会報の発行費

⑵ 三水会HPの運営費

⑶ 会員現況把握費

⑷ 親睦会開催費

⑸ 同期会等助成費

⑹ 懇談会費

⑺ 準会員活動助成金

⑻ 就活ヒント開催費

⑼ 漁船海難遺児育英会寄付金

⑽ 卒後30年集い等検討会費

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

４．次年度繰越金

4,550,000

2,800,000

200,000

150,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

200,000

2,500,000

450,000

700,000

300,000

900,000

150,000

4,486,000

0

3,463,155

2,815,720 

167,668

70,000

200,000

80,000

0

20,000

0

50,000

59,767

1,753,143

307,042

426,303

244,700

775,098

0

0

6,323,507

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．雑収入

3,948,000

1,460,000

6,117,797

203

10,000

3,948,000

1,460,000

6,117,797

14,008

0

合　　計 11,536,000 11,539,805 合　　計 11,536,000 11,539,805

財　産　目　録
2025年３月31日現在

＊一般会計（円）
預金等

みずほ銀行　　　　　　　　三ツ境支店
山梨中央銀行　　　　　　　　小沼支店
みずほインベスターズ証券　　新宿支店

普　1159267
普　214393
ＭＭＦ

5,341,984
345,660
613,255

現　　　金 22,608

合　　　計 6,323,507

＊特別会計（円）
（1）事業積立金
みずほインベスターズ証券　　新宿支店 ＭＭＦ 1,000,000

（2）大学助成金
ゆうちょ銀行　〇八八　　088 普　15963761 151,590

※ 一般会計「準会員活動助成」の対象とならない北里大学や準会
員以外の団体等に対する助成を　目的とする積立金

監　査　報　告　書
　三水会規約第18条に基づき、2025年度（自・2025年4月1日
至・2026年3月31日）提出された収支決算書の各事項につい
て監査を行った結果、その内容は適当なものと認めます。

2026年４月17日
監事　西尾　　徹

2026年４月23日
監事　材津　　裕
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会
を
開
催
す
る
。

５
．
同
期
会
等
の
助
成

　

研
究
室
同
窓
会
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

等
、
卒
業
生
の
集
会
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

６
．
懇
談
会
の
開
催

　

大
学
職
員
、
在
学
生
及
び
卒
業
生
等

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
意
見
交
換
を
行

う
。

７
．
準
会
員
活
動
の
助
成

　

準
会
員
（
個
人
も
し
く
は
団
体
）
活

動
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

８
．
就
活
ヒ
ン
ト
の
開
催

　

各
分
野
の
卒
業
生
を
講
師
に
迎
え
、

海
洋
生
命
科
学
部
在
学
生
を
対
象
に
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
へ
の
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
、
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、
寄
付

を
行
う
。

10
． 

水
産
学
部
「
卒
後
30
年
の
集
い
」

の
開
催

　

水
産
学
部
12
期
生
か
ら
16
期
生
を
対

象
と
す
る
「
卒
後
30
年
の
集
い
」
を
開

催
す
る
。

11
．
講
演
会
の
開
催

　

北
里
大
学
同
窓
会
主
催
の
講
演
会

を
、
今
年
度
は
三
水
会
の
担
当
で
開
催

す
る
。

『
２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
』

１
．
会
報
の
発
行

　

同
窓
生
の
動
向
、
海
洋
生
命
科
学
部

の
現
状
及
び
各
種
情
報
を
含
む
会
報
を

２
０
２
６
年
9
月
と
２
０
２
７
年
3
月

の
2
回
発
行
す
る
。

２
．
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

　

会
員
に
対
し
本
会
の
各
種
情
報
を
提

供
す
る
。

３
．
会
員
の
現
状
把
握

　

全
学
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
員
情
報

の
正
確
性
の
向
上
に
努
め
る
。

４
．
親
睦
会
の
開
催

　

各
地
区
の
会
員
を
対
象
と
し
た
親
睦

７
．
準
会
員
活
動
の
助
成

　

準
会
員
活
動
助
成
よ
り
、
個
人
（
1

名
）の
活
動
費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
。

８
．
就
活
ヒ
ン
ト
の
開
催

　

防
災
訓
練
と
重
な
っ
た
た
め
、
本
年

度
は
開
催
を
見
送
っ
た
。

９
．
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
へ
の
寄
付

　

漁
船
海
難
等
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た

子
弟
に
、
学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
る

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に
対
し
、
寄

付
を
行
っ
た
。

10
． 

卒
後
30
年
の
集
い
等
検
討
委
員
会

の
開
催

　
「
卒
後
30
年
の
集
い
」
検
討
委
員
会

を
開
催
し
た
。

2026年度予算

支出の部 収入の部

科　　目 予算額 科　　目 予算額

１．事業費

⑴ 会報発行費

⑵ 三水会ＨＰ運営費

⑶ 会員現況把握費

⑷ 親睦会開催費

⑸ 同期会等助成費

⑹ 懇談会費

⑺ 準会員活動助成金

⑻ 就活ヒント開催費

⑼ 漁船海難遺児育英会寄付金

⑽ 卒後30年の集い開催費

⑾ 講演会開催費

２．運営・管理費

⑴ 印刷・通信費

⑵ 会議費

⑶ 総会費

⑷ 事務局費

⑸ 慶弔費

３．予備費

6,770,000

2,850,000

600,000

150,000

400,000

200,000

100,000

200,000

250,000

50,000

800,000

1,170,000

2,500,000

450,000

700,000

300,000

900,000

150,000

3,939,600

１．部会助成金

２．会報郵送料補助

３．前年度繰越金

４．預金利息

５．講演会開催費

６．雑収入

3,914,000

1,492,000

6,323,507

10,000

1,170,000

300,093

合　　計 13,209,600 合　　計 13,209,600

総会集合写真

総会後の懇親会写真
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緒
方
先
生
を
囲
む
会

Ｆ
Ｆ
７
期　

美
野　

朋
隆

　

4
月
12
日
（
日
）
町
田
で
緒
方
先
生

を
囲
む
会
を
生
化
研
究
室
7
期
生
中
心

に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
1
月
に
大
阪

の
メ
ン
バ
ー
4
人
と
の
新
年
会
で
緒
方

先
生
を
呼
ん
で
東
京
で
飲
も
う
か
と
い

う
話
に
な
り
企
画
を
進
め
る
こ
と
に
。

手
分
け
し
て
連
絡
で
き
る
メ
ン
バ
ー
に

案
内
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
仕
事
、

法
事
、
地
域
祭
り
運
営
な
ど
で
参
加
で

き
な
い
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
が
、
大

阪
は
じ
め
東
京
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
福

岡
か
ら
11
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

18
年
ぶ
り
、
久
々
の
再
会
で
昔
話
が
弾

み
一
次
会
会
場
を
1
時
間
延
長
し
、
二

次
会
ま
で
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
会
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
参
加
で
き
な
か
っ

た
メ
ン
バ
ー
も
い
た
の
で
機
会
あ
れ
ば

ま
た
ど
こ
か
で
集
ま
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
参
加
者
の
簡
単
な
感
想
を
紹
介
し

ま
す
。

「
久
々
の
緒
方
先
生
夫
妻
そ
し
て
長
い

間
会
っ
て
い
な
い
研
究
室
メ
ン
バ
ー
と

の
再
会
で
し
た
が
皆
さ
ん
変
わ
ら
ず

若
々
し
く
私
一
人
だ
け
歳
を
食
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
話
始
め
る
と
当
時

に
戻
り
懐
か
し
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

「
久
し
ぶ
り
に
皆
の
顔
を
見
ら
れ
て
楽

し
い
時
間
で
し
た
。
ま
た
の
機
会
を
楽

　

今
後
、
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変
化

と
生
息
魚
種
の
変
異
を
受
け
、
そ
れ
に

伴
う
従
来
の
種
苗
生
産
法
の
改
良
、
ま

た
放
流
魚
種
、
尾
数
の
検
討
も
考
え
ら

れ
課
題
は
多
く
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
無
事
放
流
が
出

来
、
生
産
を
終
え
た
時
、
ま
た
漁
業
者

か
ら
放
流
の
お
陰
で
魚
が
増
え
た
と
の

声
は
達
成
感
に
満
ち
、
苦
労
が
報
わ
れ

る
思
い
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
安
定
生
産
を
基
本

に
栽
培
漁
業
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の

一
角
の
種
苗
生
産
・
研
究
、
放
流
事
業

を
私
た
ち
と
一
緒
に
行
っ
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

　

当
日
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
た
各
グ

ル
ー
プ
の
方
、
後
か
ら
積
極
的
に
説
明

を
聞
き
に
来
て
く
れ
た
方
た
ち
を
は
じ

め
興
味
が
あ
る
方
、
気
に
な
る
方
も
見

学
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
対
応
し
て

い
ま
す
の
で
是
非
お
声
を
お
掛
け
下
さ

い
。
ま
た
卒
業
さ
れ
た
方
々
で
興
味
の

あ
る
方
の
見
学
等
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
「
就
活
ヒ
ン
ト
」
の
開
催
を

担
当
さ
れ
た
三
水
会
の
役
員
、
学
生
課

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
謝
致
し
ま
す
。

種
苗
生
産
は
、
脆
弱
な
仔
魚
期
を
大
型

水
槽
で
大
量
飼
育
・
管
理
を
す
る
た

め
、
放
流
サ
イ
ズ
ま
で
成
長
す
る
間

は
、
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
特
に
疾
病
で

は
ウ
イ
ル
ス
症
が
手
強
く
、
一
晩
で
全

滅
も
あ
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
症
の
中

で
神
経
壊
死
症
ウ
イ
ル
ス
（
Ｎ
Ｎ
Ｖ
）

は
、
比
較
的
新
し
く
同
定
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
で
、
同
定
さ
れ
る
ま
で
散
々
な
結

果
を
経
験
し
ま
し
た
。
同
定
後
、
対
策

と
し
て
防
疫
（
受
精
卵
消
毒
、
手
指
、

長
靴
と
器
具
機
材
の
消
毒
、
入
場
制
限

等
）
は
基
本
的
に
実
施
し
、
あ
る
程
度

効
果
が
あ
り
ま
す
が
完
全
に
防
除
が
出

来
て
い
な
い
の
も
事
実
で
す
。
よ
っ

て
、
弊
所
だ
け
で
は
対
処
出
来
な
い
疾

病
、飼
育
法
等
の
事
案
は
、水
産
研
究
・

教
育
機
構
、
全
国
及
び
近
隣
県
の
各
生

産
機
関
と
協
力
の
も
と
情
報
交
換
等
し

つ
つ
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
就
活
ヒ
ン
ト
」
に
参
加
し
て

Ｆ
Ａ
12
期　

鈴
木　

吉
典

　

水
産
学
部
増
殖
学
科
卒
業
12
期
生
の

鈴
木
吉
典
と
申
し
ま
す
。

今
回
、
三
水
会
副
会
長
で
あ
り
同
期
の

越
川
君
か
ら
話
を
頂
き
、「
就
活
ヒ
ン

ト
」
に
参
加
を
致
し
ま
し
た
。

職
場
で
は
所
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

職
務
で
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
々
へ
の

見
学
対
応
を
し
、
職
場
の
紹
介
、
案
内

を
は
じ
め
、
栽
培
漁
業
の
啓
蒙
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
母
校

の
現
役
生
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
と
い
う

こ
と
で
気
合
を
込
め
て
以
下
の
よ
う
に

お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
の
勤
務
先
は
、
静
岡
県
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
・
静
岡
県
温
水
利
用
研
究

セ
ン
タ
ー
と
い
い
、
静
岡
県
か
ら
委
託

を
受
け
、魚
貝
類
（
マ
ダ
イ
、ヒ
ラ
メ
、

ア
ワ
ビ
、
ク
エ
、
ト
ラ
フ
グ
、
ク
ル
マ

エ
ビ
、
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ
）
の
種
苗
生

産
を
し
、
主
に
県
内
に
放
流
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
名
称
に
温
水
利
用
と
あ
り

ま
す
が
、
中
部
電
力
（
株
）
浜
岡
原
子

力
発
電
所
の
温
排
水
（
2
次
冷
却
水
・

水
温
が
通
年
、
自
然
海
水
プ
ラ
ス
7

度
）
を
水
産
業
に
有
効
利
用
と
い
う
こ

と
で
弊
所
は
発
足
し
、
今
年
で
54
年
目

と
な
り
ま
す
。
現
在
は
東
日
本
震
災
以

降
、
発
電
所
は
停
止
し
て
い
る
の
で
冬

期
の
み
ボ
イ
ラ
ー
加
温
で
生
産
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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三
水
会
北
海
道
地
区
親
睦
会
に

参
加
し
て

Ｆ
Ａ
24
期　

西
内　

伸
行

　

本
年
、2
月
21
日
（
土
）
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
札
幌
駅
前
に
て
開
催
さ
れ

た
北
海
道
地
区
親
睦
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
16
名
の
北
海
道
を
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
る
諸
先
輩
方
と
親
睦
を

深
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

親
睦
会
の
冒
頭
、
北
里
研
究
所　

高

橋
明
義
副
理
事
長
よ
り
大
学
の
近
況
、

相
模
原
で
の
研
究
の
様
子
、
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
北
里
祭
の
様
子
な
ど
興
味
深
い

話
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い

わ
か
り
や
す
く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
私
が
い
た
約
30

年
前
の
三
陸
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
驚

各
々
の
人
生
を
歩
ん
で
良
い
こ
と
悪
い

こ
と
色
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
ま
た
、
会
え
た
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
会
え
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

「
昨
日
は
ほ
ぼ
完
全
に
昔
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
し
て
久
々
に
ち
ゃ
ん
と
飲
み
、

お
か
げ
で
二
日
酔
い
と
い
う
の
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
ま
た
の
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

「
今
回
幸
い
に
お
誘
い
を
受
け
生
化
研

究
室
1
年
後
輩
の
私
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

面
影
の
濃
い
方
、
薄
め
の
（
進
化
し

た
）方····

等　

開
宴
当
初
は「
困
っ
た
！

あ
ま
り
覚
え
て
な
い
な
」
と
ゆ
う
困
惑

も
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
、
越
喜
来
ネ
タ

の
数
々
と
四
十
数
年
前
の
ア
ノ
声
と
目

の
前
の
こ
の
顔
が
一
致
す
る
や
空
白
の

期
間
は
ど
こ
へ
や
ら
。
緒
方
先
生
、
奥

様
の
京
子
さ
ん
、
キ
ャ
ラ
の
濃
い
7
期

の
先
輩
方
と
の
一
瞬
に
過
ぎ
た
楽
し
い

6
時
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

「
欠
席
で
残
念
で
し
た
。
写
真
を
見
て

皆
さ
ん
の
名
前
が
わ
か
っ
た
の
が
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
少
し
若
返
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
で
す
。」

加
、
お
元
気
で
何
よ
り
で
し
た
。」

「
お
互
い
姿
形
は
多
少
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
最
後
ま
で
付

き
合
え
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
し

た
。」

「
ま
た
、
会
え
る
な
ん
て
気
持
ち
は
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
み
た
い
で
不
思
議

な
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
44
年
間

し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

「
昨
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
ま
た
元
気

で
会
い
ま
し
ょ
う
。」

「
卒
業
し
て
44
年
、
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
、
歳
取
っ
た
な
ぁ
で
す
。
福
岡
、

大
阪
、
岐
阜
か
ら
も
集
ま
り
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
児
玉
先
生
は
鬼
籍
に
入
ら
れ

ま
し
た
が
、
緒
方
先
生
は
夫
婦
で
参
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１
．
５
万
ト
ン
前
後
で
あ
り
、
10
年
前

の
20
％
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
わ
が
社
的
に
は
チ
ャ
ン
ス
で
す

が
、
海
の
中
で
は
大
き
な
変
化
が
起
き

て
い
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

魚
食
文
化
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
北
海
道
地
区
の
親
睦
会
も

永
遠
に
続
く
よ
う
に
、
私
の
よ
う
な
北

海
道
出
身
の
同
窓
生
の
方
々
の
参
加
を

期
待
し
て
ま
す
！

き
ま
し
た
。

　

私
は
初
参
加
で
し
た
が
、
先
輩
方
が

い
ろ
い
ろ
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
り
、
ビ

ン
ゴ
大
会
で
は
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
で

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
伊
藤
大
海

の
サ
イ
ン
を
ゲ
ッ
ト
、
会
が
終
わ
る
頃

に
は
、
ス
ス
キ
ノ
の
お
店
で
終
電
ま
で

楽
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
の
近
況
で
す
が
、
31
年
前

に
北
海
道
芽
室
町
か
ら
上
京
し
水
産
学

部
（
魚
類
生
理
学　

奥
村
先
生
）
を
卒

業
後
、
三
菱
商
事
の
子
会
社
で
あ
る
東

洋
冷
蔵
㈱
に
入
社
、
妻
と
息
子
と
娘
の

４
人
暮
ら
し
で
、
今
も
元
気
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
三
菱
商
事
が
世
界
か
ら

集
め
て
く
る
水
産
物
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
が
、
マ
グ
ロ
、
鮭
鱒
、
え
び
な
ど
を

日
本
国
内
に
流
通
さ
せ
る
の
が
わ
が
社

の
役
割
で
す
。
マ
グ
ロ
類
の
扱
い
で
は

国
内
１
位
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
ま
す
。
私

は
国
内
の
支
店
で
の
販
売
を
担
当
し
て

お
り
、
東
京
、
仙
台
、
大
阪
、
静
岡
、

名
古
屋
を
経
て
よ
う
や
く
去
年
の
8
月

か
ら
北
海
道
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

30
年
弱
の
間
に
わ
が
社
の
扱
う
魚
種

は
変
化
し
、
天
然
資
源
で
あ
る
マ
グ
ロ

主
体
か
ら
養
殖
魚
で
あ
る
鮭
鱒
、
え
び

の
扱
い
が
増
え
て
い
ま
す
。
漁
模
様
に

左
右
さ
れ
る
天
然
魚
は
ビ
ジ
ネ
ス
的
に

は
、
安
定
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
要

因
で
す
。

　

北
海
道
を
代
表
す
る
秋
サ
ケ
に
つ
い

て
も
、
昨
今
大
不
漁
が
続
き
、
昨
年
は

ご　案　内
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「卒後の集い」のご案内

　北里大学同窓会では、10月24日13：30

～元ＷＢＡミドル級王者でロンドン五輪ボクシ

ングミドル級金メダリストの「村田諒太氏」を

お招きし、公開講演会を開催いたします。相模

原キャンパスでの開催ですので、懐かしいキャ

ンパスにぜひ足を運んでください。

　海洋生命科学部同窓会（三水会）では、10月24日の北里大学同窓会公開講演会後
に卒業12期～16期の方を対象に親睦会を開催いたします。対象になられている方に
はハガキをお送りしていますが、住所変更等でハガキが届いていない方もいらっしゃ
ると思います。対象の方で案内ハガキが届いておらず、参加ご希望の方は三水会迄
連絡をお願いいたします。

開催日時：2026年10月24日（土）　　　　　　　　　場所：
　北里大学同窓会公開講演会：13：30～ 14：30　　　北里大学相模原キャンパス
　卒後の集い親睦会　　　　：15：00～ 17：00　　　 MB号館２階講義室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LB号館２階学生食堂（予定）
会　　費：
　北里大学同窓会公開講演会：無料
　卒後の集い親睦会　　　　：2000円/人
申し込み締め切り（卒後の集い懇親会）：10月15日（木）
＊北里大学同窓会公開講演会は申込みの必要はありません（自由参加です）

第64回北里大学同窓会
公開講演会のご案内
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　昨年の途中から、三水会の事務局を担当させていただくことになりました。
　日々の理事の皆様との連絡や会計処理、理事会・総会の準備、そしてこの会報の編集な
ど、事務局の仕事は多岐にわたります。加えて、私自身の職場環境も大きく変わった時期
と重なり、仕事と両立しながら取り組んだこの一年は、慌ただしくも大変貴重な経験とな
りました。
　実際に事務局を担当してみて、これまで三水会を支えてこられた諸先輩方のご苦労を、
あらためて実感しております。
　また、仕事柄、世の中で起きる政治・経済の動きや自然災害など、さまざまな出来事の
影響を直接受けることも多く、時にはそちらの対応に追われ、三水会の業務が思うように
進まないこともございました。
　まだまだ不慣れなことも多く、至らぬ点も多々あるかと存じますが、皆様のお力添えを
いただきながら、少しでも三水会のお役に立てるよう努めてまいります。
　今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。

■ 三水会第17期代議員候補の推薦について
　2027年度は三水会第17期代議員改選期にあたります。
　本会活動を円滑に運営するために代議員の協力は欠かせません、自薦、他薦は問いません、下記の要綱にてお申
し込みくださいますよう、お願い申し上げます。代議員任期は2027年５月1５日から2030年５月の定期総会までの３
年間となります。

記
１．下記をご記入の上、FAXもしくはメールにて三水会事務局までお送り下さい。
　①代議員候補者氏名　　②卒業年度もしくは卒業期　　③勤務先名称　　　　　
　④連絡先住所　　　　　⑤電話番号（携帯）　　　　　　⑥メールアドレス
　※代議員の主な活動
　・毎年５月白金キャンパスで開催（第３土曜日15時開催予定）の三水会定期総会出席（委任状も可、交通費支給）
　・その他
２．推薦受付期限は2027年３月末日です。
３．不明な点は下記三水会事務局まで、ご遠慮なくお問い合わせください。
　　三水会事務局　電話：FAX　0120－873－135　
　　Ｅ-mail：information@kitasato-sansuikai.jp

編 

集 

後 

記

【訃報】
丸山秀子様　2026年６月10日逝去 享年66歳

丸山秀子さんは、海洋生命科学部事務室学生課での勤務を経て、
2020年３月に定年退職をした後、2023年４月から三水会事務局に
おいて会員名簿の管理を行っていただきました。
謹んでご冥福お祈りいたします。
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